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PC9801の多機能瑞未化

岩崎　章彦*,藤田　　毅**

1.はじめに

最近では,パソコンは16ビット機で,そのプロセッサは8-086ファミリータイプで,そしてその

OSはMS-DOS(米国マイクロソフト社製)[4 」で,というのが榛準的となってきているようで

ある.

実際,パーソナルな使用形態の場合にはこのOSでもほぼ十分であり,とりわけその豊富なアプリ

ケーション・ソフト群には実用的ツールとして価値の高いものも少なくない.

そこで,このMS-DOSマシンに,インテリジェント端末プログラムを乗せればパソコンの多機能

端末としての応用が簡単に行えることになる.

たとえば,まず,ペソコンのエディタかワープロソフトを用いて,プログラムや文書データ等のフ

ァイルを作成編集するしエディタ数に関しては′ヾソコン用の万が大型機よりはるかに使い易い),こ

れをホスト側に送信し,ホスト・マシンで計算処理を行う(高速・大量処理に関してはいまだに大型

機の独壇場である),その結果をまた端末個ファイルに取込んで,パソコンのデータベース上で自由

に参府利用する,といった分散処理が容易に実現できる.

更に最近の′ヾソコンの特徴を生かすならば,日本語文字( 2バイト文字)やグラフィックの入出力

などのエミュレータ機能も欠かすことはできない.これらの機能は,ホストのコード伝送仕様が明

確にさえなればごく簡単に組込むことができる[13].

このような目的の通信端末プログラムもいくつか市販されているようであるが,一般に通信手順の

細部はホスト側の機種や更にはホストの運用形態にも依存する面が多いため,実際には機能的にかな

り制約され, ′ヾソコンの本来の能力を十分に活用できていない場合が多いように思われる.

ここでは,九大大型機をホストに,日本電気陶製パーソナルコンピュータPC9801シリーズのMS

-DOS上で動作するTTY手噸　多機能TSS端末プログラム(FACOM98と名付ける)香試作

し,ほぼ満足できる結果を得たので報告する.

これは元々,筆者らの大学にあるコンピュータ(OSはACOS-6 )用に作成したものを九州大学

のFACOM OSF/F-4用に改造したものである.

言語はN88日本語BASIC(86)MS-DOS版[2 ]を用いた.

その主な特徴を以下に列挙する.

(1)テキスト画面上の任意の位置での簡易スクリーン編集機能と, FACOMが′ヾソコン用にサポート

しているPFDC Programming For Display user )機能[8 ]の両方が利用できる.

(2)通常のキーボード文字に加え, 2バイト文字(漢字,ひらがな等)も使用できる.これはMS-

DOSのシフトJIS漢字コードと九大側でサポート予定のJOIS漢字コードとのコード変換機能
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3mm*

但し,現在のところ,情報検索システムAIRによる日本語出力にしか使えない.

(3)テクトロニクス4010端末仕様[6 ]に準拠したグラフィック表示機能とグラフィック入力機能,

グラフィック画面保存機能を持つ.

但し, PC9801のディスプレイの制約により解像度は落ちる.

また,カラー機能は持っていない.

(4)自動ファイル転送機能やロギング・ファイル機能により　′ヾソコン側テキスト・ファイルを自由

に利用できる.

(5)端末側にコマンド・ファイルを用意すればTS Sオペレーションの一括処理ができる.このため

自動無人運転も可能である.

(6) MS-DOS上に作られているので,他のアプリケーション・ソフトと組合わせた多様な使い方

が可能となる.

(7) N88-BASICコンパイラ[3 ]でコンパイルすれば, 1200BPSの通信速度まで利用できる.

(300BPSならばインタプリタ・モードでも動作する.)

また,プログラムは漢字コード変換部以外はすべてBASICで記述されているので,他のパソコ

ン機種への移植も容易である.

2.使用環境

ハードウェアとしてはPC9801シリーズのいずれかとモデム(または音響カブラ)を用いる.

システム・ディスクには最少限,次の内容が含まれる.

MS-DOSオペレーティング・システム(2.1版以上)

BASICランタイム・ライブラリ　　　　　N88BASIC. LIB

(BASICコンパイラ[3]パッケージ内の一部)

・オブジェクト・プログラムファイル　　　FACOM98.EXE

・ヘルプメッセージ用日本語ファイル　　　FACOM98.H上一p

・ ID登録用ファイル　　　　　　　　　　　FACOM98.SET

・環境設定ファイル　　　　　　　　　　　　CONFIG. SYS

本体のメモリ・スイッチは1200BPSの場合,次のようにセットする.

SW1-7BH, SW2-A5H, SW3-0XH　(Xはメモリ容量に依存)

特にSW3のビット7は必ずOに設定しておく必要がある.

CONFIG. SYSでは最大開設ファイル数を10以上に設定しておく.

例)　files-15

ID登録用ファイル"FACOM98.SET"は前もってCOPYコマンドかエディタを用いて,次のよ

うにユーザ数と,ユーザID,パスワード等を登録しておく. (但し, ′ヾスワードが簡単に読めるこ

とになるので取扱いには注意が必要である.自動ログオン機能を使用しない場合はこのファイルは不

要である. )
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例)　2

A99999A/PASWI S(4096)

A99999B/PASW2

端末の起動はコマンド``FACOM98"投入,または自動立ち上げによって行う.

実行終了は軸+匡重司押下により, MS.-DOSシステムに戻る.

ホストと接続中においても随時, TS S会話を中断してMS-DOSに戻したり再起動によりセッシ

ョンを継続することができる.

5.スクリーン編集とキー操作

FACOM98には, TTYモードとPFDモードの二つのモードがある.

PFDモードでは,グラフィック,漢字出力やFACOM98の専用コマンド(後述)を使用すること

はできない.

モードの切り換えは匡至珪】キーによって行う.起動時はTTYモードとなっている・

3.1  TTYモード

TTYモードのときは,送信キー(垣即油)が押下されるまでは実際の送信が行われない

ので,画面上の任意の情報を再利用しスクリーン編集できる.

主な制御キーの役割は次のようになる.

E∃[≡]⊂□ ⊂□
圧亘司

匹四

匹国十回
RETURN

匡堕司

虹t刑
RO上一⊥　DOWN

回虫

[堕司

田廻田

回十回

カーソル移動.

挿入モードにする.

カーソル上の文字消去

カーソル以降の文字列消去.

送信.

ブレーク信号送信.

送信+テキスト画面消去.

送信+グラフィック画面消去.

送信+テキスト・グラフィック画面消去.

TTYモードとPFDモードの切換えスイッチ.

ヘルプ・メッセージ表示.

実行を終了し, MS-DOSに戻す.

ファンクション・キーの役割

匡]
匡司

匡司

匡司

匡司

コマンド"⊥OGON TSS"を送信.

登録されたユーザID等を送信.

特定文字列表示. (標準値"ALLOC^' )

特定文字列表示. (標準値"DS上一1ST" )

特定文字列表示. (標準値"EDITV」" )
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[亘司　　特定文字列送信. (標準値" TTY-T4010- )

匡∃　　特定文字列送信. (標準値" pFDl-jTTYTYPE(2)" )

匡司　　プリンタ-のエコーバック・スイッチ.

匡i]　グラフィック画面のハード・コピー.

匡司　　テキスト画面十グラフィック画面のハード・コピー.

3.　2　　P F Dモード

pFDの起動は,コマンド"PFD TTYTYPEC2)''により行う.この場合.前もって高速

表示モード(コマンド" TTY T4010"投入)にしておく方がよい.

pDFモードでは　PA(Program Attention )キー, PF(Program Function )キーが次

のように割当てられるC8] [9],

≡
≡
。
)
・
!
蝣
≡
至
芸

単独キー押下の場合

iaサ

P P　2

P F　3

P F　4

P F　5

P F　6

P F　7

P F　8

P F　9

P Flo

画DLL画　　　　pFll
ROI一⊥　DOWN

【亘亘亘]

圧亘亘亘f]

雨i卸キーと一緒に押す場合

PF13

PF14

PF15

PF16

PF17

PF18

PF19

PF20

PF21

PF22

PF23

PF24

カーソル移動,挿入,消去等はTTYモードの場合と同様である.

4.専用コマンド

FACOM98では,先頭文字が"〈…で始まる文字列を端末自身への専用コマンドと解釈する.

専用コマンドの中でパラメータを必要とする場合は,メニュー方式により,会話的に求める形式と

パラメータを含めて一括指定する非会話形式のいずれかを用いる.特に〈B (バッチ処理)コマンド

の場合,コマンドファイル内で非会話形式を用いる必要がある.

現在は以下に示す11種類のコマンドが用意されている.

(1)ログオン・コマンド　〈⊥

〈レ-・・・ブレーク信号十.`LOGON TSS"を送信する.

-177- 九州大学大型計算洩センター広報
Vol. 1-9 No.3 1986



プログラムのページ

〈hn　・-・nは登録されているユーザ番号　(n-1.2,----)

ログオン時, n番目のユーザID,パスワード等も一緒に送信する.

(2)ユーザ・コマンド　〈U

〈U F.2キーにより送信されるユーザID等を変更する.

〈Un　-nはユーザ番号.

n番目のユーザID,パスワード等を送信する.

(3)レコード(ロギング)コマンド　-R

〈R・・-・・交信記録を,指定するディスク・ファイルに記録するための記録の開始,終了の指定.

-R-<記録ファイル名>・　-非会話形式〈Rコマンド.

(4)ファイルの転送コマンド　〈F

〈F　　ホスト～PC間でのファイル(データセット)転送などを行う.

対象ファイルはアスキー形式のテキスト・ファイルとする.

く処理番号>

1(またはE)　〈Fコマンドの終了. (End)

2(またはD)・-・・ディレクトリ表示. (Direcctory)

3(またはL)　　ファイル内容表示. (List)

4 (またはS)I-・・PCからホストへのファイル転送. (Send)

く機能番号>

1-I-(新規作成)

2--(新規作成)

3--(新規作成)

4・・・・- (既存追加)

5　　(既存追加)

6--(既存追加)

そのまま転送.

行番号とブランクを削除して転送.

行番号とブランク及び引用符を削除して転送.

そのまま転送.

行番号とブランクを削除して転送.

行番号とブランク及び引用符を削除して転送.

5(またはR)　-ホストからPCへのファイル転送. (Receive)

6(またはA)--・ホストからPCへのファイル転送,追加. (Append)

7(またはC)-・-PCからPC-のファイル転送・(Copy)

1-　そのまま転送.

2　　BASIC仕様に変換して転送.

〈Fく処理番号>-く送り側ファイル名>[一く受け側ファイル名>] [く機能番号>]

非会話形式〈Fコマンド.

(5)高速ファイル転送コマンド　〈T

〈t osnr/F4提供のTRANSFERコマンドを用いて,ファイルの送受信を高速化

する.

処理番号1-3および7については〈pコマンドと同様である.

く処理番号>

4 (またはS)・--P・Cからホストへのファイル転送. (Send)

九州大学大型計算槻センター広報
Vol. 19 No.3 1986

-178-



PC980 1の多機能端末化

く機能番号>

1 ・・--そのまま転送.

2-・-行番号後のブランクを削除

3-・・・行番号後のブランクと引用符を削除.

4 -・・-行番号を付加

5 (またはR)---ホストからPCへのファイル転送. C Receive)

6 (またはA)-・-ホストからPC-のファイル転送,追加. (Append)

〈T<処理番号>-く送り側ファイル名>[-く受け側ファイル名>][く機能番号>]

--・非会話形式〈Tコマンド. I

参考のため, PC　ホスト間でのファイル転送の伝送手頓を付録に示す.

(6)一括処理　〈B

〈B-　ホストへのコマンドやデータあるいはFACOM98のコマンドの列を端末側のコマン

ド・ファイルとして用意しておけば,このコマンド・ファイルに従って噸次,自動運

転を行う.

なお. RETURNキーのみに代わるデータ文字としては　*　文字を用いることにす

る.

〈B-<コマンドファイル名>・・--非会話形式〈Bコマンド.

(7)ストリング・コマンド　　〈s

S F3-F7のファンクションキーに割当てる文字列を変更する.

〈si -く新文字列>-・-非会話形式〈Sコマンド.

iはファンクションキーの番号　( i-3-r)

(8)プリンタスイッチ・コマンド　〈p

〈p-　プリンタへのエコーバック・スイッチのON-OFF.

(9)画面コピー・コマンド　〈C

〈C・--・グラフィック画面十テキスト画面のハード・コピー.

〈cG--・グラフィック画面のみのハード・コピー.

(10　グラフィック画面の保存・表示コマンド　〈G

〈G・・--グラフィック画面と指定した端末ファイルとのアクセスを行う.

く処理番号>

1 (またはS)・-・-グラフィック画面を端末ファイルに保存. (Save)

2 (またはD)　-端末ファイルに保存したグラフィック画面を表示.(Displa^

<モード>

1 (またはC)・--カラー. (Color)

2 (またはM)-・-・モノクロ. (Monochrome)

〈Gく処理番号>くモード>一く端末ファイル名>一一非会話形式〈Gコマンド.

(13)終了コマンド　〈E

〈E　　コマンド"LOGOFF"を送信し,セッションを終了すると共にFACOM98の実
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行を終了し　MS-DOSに戻す.

5.使用上の留意点

5. 1　ホストとの接続

ホストとの接続は,次の4つの方法が可能である.

e sTOP*-を押し,ビープ音の後, LOGONコマンドを入力する.

㊤　STOPキーを押し,ビープ音の後, F.Iキーを押す.

この場合,ユーザIDの入力待ち状態となる.

④　〈⊥コマンドの使用

この場合,ユーザIDの入力待ち状態となる.

④　〈Ln(nはユーザ番号)の使用.

この場合, READY状態となる.

5. 2　日本語の入出力について

日本語はFACOM98円部では, MS-DOSの漢字コード(シフトJISコード)を用いており,

送受信の際JO工S型のJIS漢字コードとの変換が行われる.

シフトJ工SコードとJISコードの間の変換は,機械語プログラムとして組込んでいる.キーボー

ド入力の場合はN88BASIC (86)の場合と同様,画十巾で日本語入力モードに
移る.

但し,日本語の使用は現在のところ,情報検索システムAIRのJICSTJ科学技術文献データの出

力表示の場合だけに限られるC 7 ].

5. 3　グラフィックスについて

グラフィックスの使用の際,

テクトロニクス系の　端末名

(TEK4010な8を指定する

必要がある.

管面の物理空間は1024X

780ドットとなっており,こ

れを実際には(PC9801の制

約により)512×390ドット

の画面に圧縮して表示する.

このため,解像度はかなり

悪くなる.また,グラフィッ

ク画面上でのテキスト文字表

示位置は少しずれることがあ

る.

グラフィック入力モードに

入ると,自動的に画面上に

九州大学大型計算枚センター広報
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「型のグラフ・カーソルを表示する.カーソルのコーナー位置が座標入力位置となる.

グラフ・カーソルは,カーソル移動キ-により1ドットずつ　SHIFTキーと同時に押すことによ

り10ドットずっ移動(高速移動)させて,適当な位置を設定する.

適当なキーボード文字を押すと,その文字コードと現カーソル位置の座標値が送信される.

図1にGRAPHMAN　を使用した例を示す[10].

GRAPHMANのPICKING, ZOOMINGコマンド等を用いて,表示された図形中の任意の2点

で部分域を指定し,次に指定した3点目の位置にそれを拡大表示させた.

なお, GRAPHMAN使用の際は高速表示モード(TTY T4010)にしておかねばならない.

5. 4　一括処理

〈Bコマンドでは,ホストから送られてくるメッセージの終りにはNULLコード(00H)が付加さ

れることを利用して一括処理を行っている.

コマンド・ファイルから他のコマンド・ファイルを呼出すことも可能である.

以下に使用例を示す.

例1)　コマンド・ファイル　BATl. DATの内容

〈Ll

〈B A:BAT2.DAT

〈R B:DATA.DAT

〈B A:BAT3.DAT

~E

-....j番目のユーザ番号でログオン

-ドライブAのコマンド・ファイルBAT2.DAT　の実行.

交信内容をドライブBのファイルDATA.DAT　に記録

-・・・・ドライブAのコマンド・ファイルBAT3.DAT　の実行

・・・-ログオフして実行を終了.

例2)　コマンド・ファイル　BAT2.DATの内容

TS B:EXl.FOR HOSTl.FORT 1

〈TR HOST2.FORT BiEX2.DAT

例3)　コマンド・ファイル　BAT3.DATの内容

ドライブBのEXl.FORをホストのデー

タセットHOSTl.FORTとして送信.

ホストのデータセットHOST2.FORTを

ドライブBのEX2.DATに受信.

データセットSASGRAPH.DATAのエディット

-・・-プリンタ　エコーバック　ON

・・-- SASGRAPH.DATAのリスト出力

プリンタ　エコーバックOFF

-sASの起動

・・-・端末指定

リターン送信

グラフィック画面のハードコピー

・・・-エディット・コマンド終了
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6.おわりに

以上,述べてきたように, FACOM98はTTY手頃のTSS端末としては,必要と考えられる基本

機能のかなりの部分が備わっており,実用性の高いものとなっている.

しかも, MS-DOS上で動作するので,適当なソフトウェアを付加すればその機能は更に増すこと

ができる.

筆者らの研究室では,会話手頓や通信速度の全く異なるFACOM　とACOSの両ホストを相手にし

なければならない.このため,図2に示すようなMS-DOSのバッチ・ファイルを作っている.

(ここでYACOSはACOS用のシステム・ファイル群,YFACOMはFACOM用のシステム・ファ

イル群をそれぞれ含んだディレクトリ名である. )このファイルと,別々に作ったそれぞれの端末プ

ログラム(ここでjacom98はACOS用に作成したfacom98　の姉妹版である),更にルートにMS-

DOSの基本コマンドやユーティリティ類,および漢字対応の市販のスクリーンエディタなどをすべて

一枚のフロッピーに収めてシステム・ディスク

として使用している.

こうすることによって,それぞれのホストは

TERMコマンド1つで切り換えて使える,端末

操作はどちらもほとんど同一の仕様となってい

るのでホストの違いに対するとまどいが軽減さ

れる,ホスト用のプログラム・データの作成・

編集は前もって,あるいはコネクト中にでも端

末側で行える,などの使い易さが生まれてくる.

図　2　異機種ホスト用バッチ・ファイル

TERM. BAT

echo off

path Y

if　%l--Q goto Q

switch RS232C-0[300]

chdir　¥ACOS

jacom98

goto END

:Q

switch RS232C-0[1200j

chdir　・ FACOM

facom98

: END

chdir　¥

echo on

FACOM98に関しては当面の問題として次の点が挙げられる.

FACOM側のサポートの都合上,現時点では日本語入力が行えない.

2_　　速度は1200BPSが精一杯であり,これ以上の高速性を求めるならばCなどのコン′ヾイラ

言語で書き換えなければならない.

3.　カラー端末の仕様が不明だったので,カラー・グラフィック端末としては機絶しない・

4.　誤動作,誤操作時への対応,柔軟性などにおいて改善すべき面を残している・

なお,利用希望の方の為にプログラムは公開する.プログラム　C FACOM98のオブジェクトお

よびソース)のコピーは,九大大型計算機センター2階端末室[14]で行えるようになっている・
63
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相談室だより

付録　　ファイル伝送手噸

(PC-ホスト)

PC側

EL一データセット名 =⊃

既存追加の場合　　　-

囲=-コ

1レコード

1レコード

匝司　-

PC側

〈Fコマンドの伝送手噸

ホスト側

(PC←ホスト)

pc側

・」データセット名

ファイル

に記録

ホスト側

」」データセット名

1レコード

1レコード

1レコード

-"EN DL」OFL」DATA

〈 Tコマンドの伝送手頓

ホスト側

TRANS1-1データセット名」」pROMl」TYPE(5)

1レコード

匡司至司一一

⊂=

- n刊53|OD|

-FE|53両】

DATA-SETL一データセット名-END」.

PROCESSED

; READYl
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pc側　　　　　　　ホスト側

TRANS^　データセット名」」TO<-jTYP成5)

く

く　-

く　　~

UE 53ゆi→

[1E|53|OD|-

1レコード

1レコード

1レコード

1レコード

ー匡画

DATA」」SET」」データセット名L-ENDL」

PROCESSED
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